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ABSTRACT 

To obtain a basic knowledge of feeding ability of Hokkaido native horses， 3 mature Hokkaido 

native horses and 3 mature light half-bred horses were fed timothy hay ad lib and were compared their 

voluntary intake and feeding behaviour. The voluntary intake per body weight of Hokkaido native 

horses tended to be larger than that of light half-bred horses (2.3 vs 2.0%) and body weight changes 

of both breed horses were similar during this study. A time budget of eating behaviour in 24 hr of 

Hokkaido native horses was shorter than that of light half-bred horses (654 vs 814 min， Pく0.01)and 

Hokkaido native horses tended to eat more frequently than light half司bredhorses. Mean eating 

duration of Hokkaido native horses was shorter than that of light half-bred horses (18.3 vs 34.2 min， 

Pく0.01). Because eating rate per metabolic body weight in Hokkaido native horses was faster than 

light half-bred horses， Hokkaido native horses could spend relative short time to eat for maintenance 

of their body. 

要 約

北海道和種馬の採食能力について基礎的知見を得る

ために，北海道和種成雌馬およびサラブレッド系成雌

馬各3頭にチモシー主体一番刈り乾草を adlib給与

し， 自由採食量および、採食行動を比較した.北海道和

種馬の体重当たりの自由採食量はサラブレッド系馬よ

りも多い傾向にあったが(2.3vs2.0%)，試験期間中の

体重変化量はほぼ同程度であった.北海道和種馬の 1

日の延べ採食時間はサラブレッド系馬よりも短かく

(654 vs 814分， pく0.01)，1日当たりの採食回数は多

い傾向にあった.一方，北海道和種馬の平均採食持続

時間はサラブレッド系馬よりも短かかった(18.3

vs 34.2分， P<O.Ol).北海道和種馬の代謝体重当たり

の採食速度はサラブレッド系馬よりも速く，短時間の

採食で維持量に達することから採食能力が高いことが

示唆された.
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緒 c:::t 

北海道では，ササ類を利用した北海道和種馬の林開

放牧が伝統的に行われてきた.林開放牧地は，人為的

な管理がほとんど行われず，地形は複雑で，主な飼料

であるササ類は均一に分布していないことが多い.ま

たササ類を始めとし森林内の植物は牧草に比べるとや

や低質なものが多く，このような粗放な環境下で周年

的に放牧が可能で、あったのは，北海道和種馬の採食能

力が高かったためと考えられている.しかし，本品種

の採食能力について，実際に実験を行った報告は少な

し五

MICOL and MARTIN-RoSSET (1995)は，採食能力

(feeding ability)を採食行動，飼料選択，採食量およ

び消化などによって評価できると述べている.そこで

本試験では，屋外ぺンにおいて乾草を給与した時の北

海道和種馬の自由採食量および採食時間を取り上げ，

北海道和種馬と同一群として周年屋外飼育されてきた

サラブレッド系馬と比較し，北海道和種馬の採食能力
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に関する基礎的知見を得ることを目的とした.

材料および方法

本試験には，北海道大学農学部附属牧場で周年屋外

飼育されている北海道和種成雌馬 3頭(試験開始時平

均体重 394kg以下和種馬)およびサラブレッド系成雌

馬3頭(試験開始時平均体重 548kg以下サラ系馬)を

供試し，それぞれ3.6X3.3mおよび3.6X4.0mの屋

外ぺンで個別に飼養した.給与飼料はチモシー主体一

番刈り無細切乾草を用い，予備期間中に測定した平均

採食量の約 110%を9:00および16:30の 1日2回等

量に分けて給与し，自由採食させた.水およびミネラ

ルブロックは自由摂取とした.

試験期間は予備期7日間，本期4日間とした. 自由

採食量測定は給与量から前日の残食量を差しヲ|いて

行った.本期間中は，ビデオカメラを用いて各供試馬

の行動を 24時間撮影した後，行動形を採食，休息およ

びその他に分けて 10分間隔で記録し，それぞれの記録

から 1日の採食および休息時間を算出した.さらに本

期 2および4日目に同様の方法で分類した行動形につ

いて 1分間隔で記録を行い，採食行動パターンおよび

採食持続時間を求めた.体重は試験開始時および終了

時に測定した.

給与飼料は 60
0

Cで72時間以上通風乾燥後， 1mm 

の節いを用いて粉砕し一般分析に供した.乾物(DM)， 

有機物 (OM)，粗タンパク質 (CP)，粗脂肪 (EE)含

量測定は AOAC(1980)に従い，中性デタージェント

繊維 (NDF)，酸性テヲージェント繊維 (ADF)含量

の測定はデタージェント法 (VAN SOEST， 1967)に従

い行った.総エネルギー (GE)含量は熱研式ボンブカ

ロリーメーター (CA-3型，島津製作所製)を用いて測

定した.

得られた結果の平均値の差は t検定により，頻度分

布の差については Kolmogorov-Smirnov testにより

統計処理を行った.

結果および考察

給与飼料の化学成分およびエネルギー含量を表 1

に， 自由採食量および試験期間中の体重変化量を表2

に示した.給与乾草は CP7.4%， NDF 71.6%とやや低

品質であった.乾物自由採食量は和種馬，サラ系馬で

Table 1 Chemical composition of hay 

DM (%) 86.2 
C.ash (%DM) 6.3 
OM (%DM) 93.7 
CP (%DM) 7.4 
EE (%DM) 2.0 
NDF (%DM) 71.6 
ADF (%DM) 40.6 
GE (Mcal/kgDM) 4.4 
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Table 2 Dry matter intake and body weight 
change in Hokkaido native horses 
(HH) and light half-bred horses (LH) 

HH LH 

DM intake (kgDM/d) 8.9b土0.6 1O.9a土0.0
(% of BW /d) . 2.3 :tO.l 2.0 :tO.l 

Body weight change (kg/d) -0.9 :t2.1 -1.2 :t0.2 

abp < 0.05. Mean土SD.

それぞれ8.9および10.9kg/日であったが，体重あた

りでは 2.3%および2.0%であり，和種馬の体重当たり

の採食量はサラ系馬よりも多い傾向にあった.試験期

間中の体重変化量は，両品種ともに約-1kg/日であ

り，ほぽ同程度であった.ただし，サラ系馬の体重変

化量についてはほとんど個体差が見られなかったが，

和種馬については個体差が大きく体重が増加した個体

も見られた.

KAWAI et al.， (1995)は，本試験とほぼ同程度の質の

乾草を給与すると和種馬の自由採食量は体重当たり

2.1%であったことを報告しており，本試験の結果より

やや少なかった.また，本試験の値は冬季林開放牧地

において Doubleindicator法を用いて求めた和種馬

のミヤコザサ採食量よりも高い値であった(河合ら，

1997). 

1日の採食時間および採食速度を表3に示した. 1 

日の採食時間は和種馬，サラ系馬でそれぞれ654分，

814分であり，和種馬が短かった(pく0.01). 1日の採

食量を採食時間で除した採食速度は，両品種間ともほ

ぼ同程度であり，約 13gDM/分で、あった.

採食速度を代謝体重 (MBW)当たりに換算すると和

種馬は 155.2mgDM/MBW/分であり，サラ系馬の

120.2 mgDM/MBW /分よりも有意に速かった (pく

0.05). VERNET et al.， (1995)は，乾牧草を給与した

スポーツホースの採食速度が148mgDM/MBW /分で、

あるとしており，この値は本試験で得られた和種馬の

値と近いものであった.また，彼らは同じ飼料を給与

した場合，小格であるポニーの代謝体重あたりの採食

速度は体重 600kg程度の馬よりも遅く，その理由とし

Table 3 Eating behaviour in Hokkaido native 
horses (HH) and light half-bred 

horses (LH) in 24 hour 

HH LH 

eating time (min) 654.2 B 814.2A 

eating rate (gDM/min) 13.5 13.4 
(mgDM/MBW /min) 155.2a 120.2b 

frequency of eating 35.3 25.2 
mean eating duration (min) 18.3B 34.2A 

frequency of non-eating 36.3a 26.0b 

ロlean 23.0 24.8 non-eating duration (min) 

ABp < 0.01. abp < 0.05. 
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Figure 1 Daily eating pattern of Hokkaido native 

horses (HH 1 '"'"'3) and light half-bred 

horses (LH 1 '"'"'3) fed hay 

• eating口other

てポニーは岨唱に使う臼歯の面積が小さいことに起因

していると考察した.一般に北海道和種馬は体格に対

し頭部が大きいとされている(松本， 1948).すなわち，

和種馬は小格馬であるが臼歯および岨鴫筋は，相対的

によく発達していると推測され，阻H爵回数が多く，代

謝体重当たりに換算した採食速度が速いと考えられ

fこ

観察2および、4日目の採食行動パターンを図 1に示

した.両品種ともに 9:00および16:30の飼料給与直後

に長時間の採食を行う傾向があった.深夜から次の給

与時刻までの聞は短時間の採食が高い頻度で行われ，

採食以外の行動の割合が増加する傾向にあった.

MA  YES and DUNCAN (1985)は， free-rangeにおける

馬の採食行動は夜明け後および夕暮れ前に集中すると

報告Lたが，本試験おいては飼料給与により採食行動

が影響される結果となった.

採食以外の行動が発現した時点で採食が中断したと

仮定し，採食が持続した期間を 1回の採食，採食以外

の行動が持続した期間を非採食と定義して， 1日の採

食，非採食回数と 1回の平均採食および平均非採食持

続時間を表3に示した.和種馬の採食回数はサラ系馬

よりも多い傾向にあったが，平均採食持続時間は和種

馬，サラ系馬でそれぞれ18分， 34分であり，和種馬が

短かった(P<O.Ol).非採食回数は，和種馬が36回で

ありサラ系馬の 26回よりも多かった (Pく0.05)が，

平均非採食持続時間は両品種ともに同程度であった.

採食持続時聞の分布を図 2に示した.この分布でも

和種馬は短時間の採食行動が高い頻度で出現し，サラ

12 
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Figure 2 Distribution of eating四durationtime of 

3Hokkaido native horses (HH) and 

31ight half-bred horses (LH) in total of 

2days (day2 & 4)， expressed as percent-
age 

系馬は 100分以上の長時間の採食行動が高い頻度で観

察された.両品種聞の分布には有意な差が見られた

(Pく0.01). 

RALSTON (1984)は舎飼時における馬の mealノf

ターンがFree-rangeにおける馬のものとほぼ同様の

傾向を示すとしており，本試験で得られた舎飼時での

和種馬の 1日の採食回数および平均採食持続時間は，

林開放牧地においても大きな変化はないものと推測さ

れる.一方，本試験の結果から採食行動パターンは和

種馬およびサラ系馬ともにほぼ同様であり，放牧した

場合，両品種の行動パターンはおそらく放牧中のカマ

ルグ馬が示す行動型 (MAYESand DUNCAN， 1985) と

類似して，夜明け後および夕暮れ前に採食行動が集中

するものと思われる.しかし，採食回数や持続時間で

組み立てられる mealパターンは本試験の結果と同様

に両品種で異なっていると予想される.

以上の結果から，和種馬の体重当たりの採食速度は

サラ系馬よりも速く，維持量に達するまでの採食時間

は和種馬が短いことが示唆された.結果的に， 1日の

うちで採食以外の時間が長い和種馬は，放牧地おいて

飼料選択や飼料探しの為に長時間を費やすことが可能

になり，放牧地においても高い採食能力を有している

可能性が示された.
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